
2010 年 11 月 11 日 京都 広報小委員会 
───────────────────────────────────────────── 
広報小委員会ミーティング 

 

□ 出席（敬称略）： 荒木，沖，加藤，川崎，木原，武若，森，山田，渡部 

□ 議事メモ： 武若 

 

□ 議題 

 

0. メンバー 
          タスク 

──────────────────────────────────────── 
武若 聡（筑波大学）        小委員長    全体とりまとめ 
 
森 信人（京都大学）        副委員長   全体とりまとめ 

サーバ管理 
 
荒木進歩（大阪大学）        委員  数値波動小委員会 
 
沖 和哉（京都大学）        委員  海岸情報 新規事業？ 
 
加藤 茂（豊橋技術科学大学）    委員     サーバ管理（副） 
 
川崎浩司（名古屋大学）       委員     沿岸域研究小委員会 
 
木原直人（電力中央研究所）     委員  海岸工学 DB 
 
山田浩次（国土技術政策総合研究所） 委員  海岸災害情報 
 
渡部 靖憲（北海道大学）      委員        論文編集小委員会 
 
──────────────────────────────────────── 

 

1. 海岸工学委員会ウェブのメインテナンス           【森さん，a. について説明をお願いします】 

 

 a. サーバ管理について （森） 

 

 b. ウェブの維持管理について 

 

  ルーチンワーク （＋ 創造的案件，課題を見つけるところから） 

 海岸工学講演会・論文集に強い関心を持っている人への情報提供 → 確立された 

  海岸工学について知りたい人への情報提供 → これからの課題，海岸情報 新規事業？ 

 

 c. アーカイブ資料の格納場所 → 委員会サーバ 

 

 

2. 海岸工学論文集 DB          【木原さん，最近の様子について，コメントがあればお願いします】 

  

 a. 最新の情況 → 委員会サーバにて運営 

 b. Ｊ-Stage，土木学会図書館オンライン情報の追加 

 

 

3. 海岸災害情報（2008 年 2 月 日本海高波浪災害）の収集                      【武若・山田】 

 

a. 関係の省庁で行われた技術検討委員会の資料を海岸工学委員会で収集． 

   b. 海岸工学論文集（2008, 2009），土木学会誌より文献抄録を作成 

   c. 掲載準備中 

コメント [t1]:  津波小委員会から

の情報提供を照会． 担当： 武若 

コメント [ST2]:  英文ページ，英

文版規約の掲載？ 担当： 森 

コメント [t3]:  COP10 に向けて

用意したメッセージをウェブに掲

載する．担当： 川崎委員 

コメント [t4]:  ZYUON と受付

システムの運用，改修について相

談を開始する．担当： 渡部委員

コメント [t5]:  

◆ 現在のサーバは，2007 年 1 月

よりレンタル中．利用料金は固定

されているので，ハードの相対的

性能低下を考慮すると割高． 

◆ ディスクは RAID1 (120Gb)．

一方のディスクが不調となった場

合は，レンタル会社により復旧の

対応を頂ける． 

◆ サーバの乗り換えを具体的に

検討する（ことに着手する）．担

当： 加藤委員 

◆ サーバレンタルとドメイン名

coastal.jp の取得はそれぞれ別のサ

ービス． 

コメント [t6]:  内容の更新，修正

は各委員の判断で随時行う． 

コメント [t7]:  

◆ J-Stage への海岸工学論文集

データ掲載の体制が整ったので，

図書館への論文データ追加は行わ

ない． 

◆ 2010 年論文集データ検索を

行えるように準備を進める． 担

当：木原委員 

コメント [t8]:  武若・山田委員で

完成する． 


